
授業科目の概要
健康科学研究科

必修 選択

健康科学総合特論 2
「健康」を「心身機能・身体構造」「活動」「参加」「環境因
子」「個人因子」といった側面から大きく捉え、「健康科学モデ
ル」を総合的に追求する科目です。

健康科学特論I 2
日常生活活動の低下に対するリハビリテーションアプローチに
よって、問題解決に当たる場合の「健康科学モデル」を学びま
す。

健康科学特論II 2
国際生活機能分類の「心身機能・身体構造」について理解を深
め、健康科学の実践に必要な基礎的な内容を学び、運動機能障害
のリハビリテーションの基盤となる知識を身につけます。

健康科学特論III 2
要介護状態を予防するための方策について、障害や老化による姿
勢制御能力および認知機能低下へのアプローチを理解し、地域づ
くりによる介護予防の方策の概要について学びます。

健康科学特論IV 2

健康に影響する「個人因子」として欠かせない、人の「心理」と
「発達」および、それへの支援に関して、健康科学の実践に必要
となる基礎的内容を学び、個別性のある一人の人が、周りの人や
環境と相互作用しながら、より健康に生活していく支援を考える
ための一基盤となる知識を身にます。

健康科学特論V 2
様々な方面から健康について学び、健康に関する正しい情報を選
別できる目を養い、人々の健康を支援する医療職の役割について
QOL向上の視点から考え、探求します。

健康科学特論VI 2

薬学領域における基礎的な内容に関して、その原理を踏まえて学
ぶことで、「くすり」に対する正しい知識を身につけるととも
に、薬学的視点から健康科学に対してアプローチするための基盤
となる能力を養います。

実践カウンセリング特論 2
保健・医療・福祉職が、臨床現場で心理的支援を行う上で必要に
なる、カウンセリングの基礎的な理論と知識、態度、技術、およ
び心理支援の倫理的側面について学びます。

マネジメント特論 2

保健・医療の質を向上させるために構築すべき、組織や制度、及
びその構成要素について探求します。さらに、包括的に地域医
療、地域の健康増進に貢献するためのリーダーシップ能力を養い
ます。

地域包括ケア特論 2
地域包括ケアシステムを構築するための具体的な研究方法の方向
性を探求し、地域における実践者として地域における「健康」を
洞察し、地域包括ケアシステムの中での実践力を学びます。

バイオサイエンス技術特論 2
進化医学をさらに遺伝子に絞り、遺伝子の分子進化から疾患を考
える分子進化医学の視点から、基礎医学技術について学びます。

臨床工学特論 2

医療の現場で重要性が増しているドラッグデリバリーシステム
（DDS）や抗体医薬品、ワクチン、再生医療の、医療および工学
に関する基礎的内容を学び、医療機器について学び、臨床工学技
術の基盤となる知識を身に着けます。

統計学基礎特論 2

研究方法特論 2

講義等の内容 履修方法

共通科目より「健康科学
総合特論」を必修とし
て、健康科学特論I～VI

から２科目４単位選択必
修

健康科学基盤科目より２
科目４単位を選択必修

研究活動をしていくことに必要な知識、また研究を進める上で必要な調
査、分析の手法を学びます。

共通科目

研究基礎科目

健康科学基盤科目

科目群 授業科目の名称
単位数



授業科目の概要
健康科学研究科

必修 選択
講義等の内容 履修方法科目群 授業科目の名称

単位数

健康薬科学特論 2
人の健康とQOL向上に寄与する基礎医学技術に関して、主に製剤
学的観点から学びます。

健康薬科学演習 4

研究目的を達成するために重要な、科学的な問題解決能力を身に
着けます。

臨床看護学特論 2
臨床看護の質の向上に役立つ、科学的でかつ専門的な看護技術の
開発に関する方法論についての理解を深めます。

臨床看護学演習 4
科学的な過程をふまえて、臨床看護学の現場において実践的課題
を解決へ導く多様な方法を学びます。

生涯発達学特論 2
生涯発達の過程における健康課題にアプローチする上で必要とな
る、対象の発達を多面的に捉える力を身に着けます。

生涯発達学演習 4
生涯発達を支援することで健康課題を解決に導く多様なアプロー
チを学び、自ら支援を計画できる力を身に着けます。

臨床リハビリテーション学特論 2
日常生活活動低下の原因疾患ごとにおけるリハビリテーション論
から、科学的でかつ専門的なリハビリテーション技術の開発に関
する方法論についての理解を深めます。

臨床リハビリテーション学演習 4
研究的視点から研究課題を見出し、科学的な過程をふまえて、リ
ハビリテーション学の実践に寄与する実践能力を養います。

地域系リハビリテーション学特論 2
介護予防を目的とした地域リハビリテーションの展開方法の概要
について学ぶとともに、住民主体での地域づくりによる介護予防
の方策についての理解を深めます。

地域系リハビリテーション学演習 4
介護予防を目的とした地域リハビリテーションの具体的な展開方
法について学び、職域や地域ごとの課題解決に向けた介護予防方
策を計画できる力を身に着けます。

運動機能障害系リハビリテーション学特論 2
学童期から高齢者までの健康課題を考え、運動機能を向上させる
アプローチを考える力を身につけます。

運動機能障害系リハビリテーション学演習 4
運動機能障害と関連した疑問や課題について探求し、それらを解
決するための具体的なアプローチや計画を提案することができる
実践力を身につけます。

特別研究 特別研究 10
臨床現場の課題を研究課題として明確化するところから、研究計
画の立案、倫理審査への対応、データ収集、分析、研究成果の論
文執筆までの一連のプロセスを学びます。

卒業要件 必修科目４科目１６単位および履修方法に記載の要件を含んで３０単位以上を修得し、かつ修士論文を提出し審査に合格すること。

専門科目より特論１科目
２単位および演習１科目
４単位選択必修。

専門科目


